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研究成果の概要：本研究では、上顎犬歯低位唇側転位を示す症例について、上顎中切歯・側切

歯・犬歯歯軸傾斜角度、それぞれの部での上顎骨歯槽部唇側表面傾斜角度および軟組織傾斜角

度を、高解像度 CT を用いて計測し、それらの相互関係について検討した。上顎中切歯部と側

切歯部については、歯軸と歯槽部唇側表面傾斜角度との間に有意の正の相関が認められたが、

歯軸と軟組織傾斜角度との間および歯槽部唇側表面傾斜角度と軟組織傾斜角度との間には有意

の相関は認められなかった。犬歯部については、歯軸と歯槽部唇側表面傾斜角度との間、歯軸

と軟組織傾斜角度との間および歯槽部唇側表面傾斜角度と軟組織傾斜角度との間に有意の正の

相関が認められた。  
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１．研究開始当初の背景 

上下顎切歯の位置・傾斜度は顎骨歯槽部
形態と密接な関連があり、顎骨歯槽部形態
は顔貌形態に影響を与えることが知られて
いる。従来、顔貌形態の評価は、側面位頭
部エックス線規格写真を用いて側貌の評価
がなされてきた。しかし、これまでの側貌
の評価法の重大な欠点は二次元計測しか行
えず、正中矢状平面での側貌の評価しか行

えないことであった。口唇およびその周辺
の軟組織形態は、中切歯、側切歯さらには
犬歯の位置と関連していると考えられるた
め、前歯部領域全体での顎骨および顔貌の
形態を精査することが重要である。近年、
CT (Computed tomography)装置を顎顔面領
域に応用することによって、顎顔面構造を
三次元的に再構築し、定量的な計測が高精
度で行われるようになってきた。このよう



な CT 技術の進歩により、前歯の位置・傾
斜度、顎骨および顔貌の表面形態を三次元
的に高精度で記録・計測できるようになり、
これらの三次元データ相互の関連を定量的
に調べることが可能となった。しかし、こ
れまで、歯、顎骨および顔貌の三次元形態
を同一のモダリティで記録・計測して、そ
の相互関係を定量的に検討した研究はない。
本研究では、高解像度 CT 画像を用いて、新
しい三次元的な解析を行い、上顎前歯歯根、
顎骨および顔貌の位置的・形態的相互関係
を三次元的に明らかにすることとした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  
２．研究の目的  
本研究の目的は、矯正歯科治療を希望した

患者で上顎犬歯の低位唇側転位を示した症
例において、診断資料として撮影された高解
像度 CT 画像を用いて、上顎中切歯、側切歯、
犬歯歯根の位置と傾斜度、上顎前歯歯槽部の
顎骨、口唇およびその周辺軟組織の形態を調
べて、これらの構造物の形態的・位置的相互
関係を三次元的に比較・検討し、側貌に関す
る治療結果の予測を組み込んだ診断治療シ
ステムを構築することである。 

図１．基準平面 

 
次に、上顎中切歯、側切歯、犬歯の傾斜度、

同部位の上顎骨歯槽部唇側表面傾斜度、軟組
織傾斜度を以下のように計測した。上顎中切
歯と側切歯においては切縁の中点（以下、切
縁点と記す）と歯根の尖端点（以下、歯根尖
点と記す）とを通る直線を歯軸とし、犬歯に
おいては唇側の最大豊隆部点（以下、歯冠最
大豊隆部点と記す）と歯根尖点とを通る直線
を歯軸とした。  

 また、上顎中切歯部において、切縁点を通
りフランクフルト平面に平行な断面上の上
顎骨歯槽部唇側表面の歯槽頂点を中切歯部
歯槽最突出点とし、軟組織最突出点を中切歯
部軟組織最突出点とした。上顎中切歯部の歯
根尖点を通りフランクフルト平面に平行な
断面上の上顎骨歯槽部唇側表面の最深点を
中切歯部歯槽最深点とし、軟組織上の鼻下点
を中切歯部軟組織最深点とした。中切歯部歯
槽最突出点と中切歯部歯槽最深点、中切歯部
軟組織最突出点と中切歯部軟組織最深点と
を結んだ直線を、それぞれ中切歯部歯槽傾斜
度、中切歯部軟組織傾斜度とした。上顎側切
歯部についての上顎骨歯槽部唇側表面傾斜
度および軟組織傾斜度については、中切歯部
と同様に定義した。 

３．研究の方法 
矯正歯科治療を希望して歯科医院に来院

し、不正咬合の診断のために Computed 
Tomography (CT)画像を撮影した患者の中か
ら、上顎犬歯の低位唇側転位を示した 20 名
を被検者とした。各被検者に対して、歯顎顔
面用コーンビームエックス線 CT 装置を用い
て、ボクセルサイズ 0.29mm の撮影条件で、
顎顔面部の CT 画像を記録した。得られた CT
画像データについて、三次元画像解析用ソフ
トウェア (AnalyzeTM, Biomedical Imaging 
Resource, Mayo Clinic and Foundation, 
Rochester, MN, USA）を用いて上顎左側中切
歯部、側切歯部および犬歯部において、以下
のような計測を行った。まず、基準点は、骨
外耳道上の最上外側点をポリオンとして両
側で同定し、眼窩下縁の最下点をオルビター
レとして左側だけ決定した。また、大後頭孔
前縁の中央点をバジオンとした。基準平面と
して、両側ポリオンと左側オルビターレを通
る平面をフランクフルト平面（Frankfurt 
horizontal plane, FHP）、両側オルビターレ
の中点とバジオンを通りフランクフルト平
面 に 直 交 す る 平 面 を 正 中 矢 状 平 面
（Mid-sagittal plane, MSP），バジオンを通
りフランクフルト平面と正中矢状平面に直
交する平面を前頭平面（Frontal plane, FP）
とした（図１）。 

上顎犬歯部の歯槽と軟組織については、歯
冠最大豊隆部点を通りフランクフルト平面
に平行な断面上の上顎骨歯槽部唇側表面の
歯槽頂点を犬歯部歯槽最突出点とし、軟組織
最突出点を犬歯部軟組織最突出点とした。上
顎犬歯部の歯根尖点を通りフランクフルト
平面に平行な断面上の上顎骨歯槽部唇側表
面の最深点を犬歯部歯槽最深点とし、軟組織
上の鼻下点を犬歯部軟組織最深点とした。犬
歯部歯槽最突出点と犬歯部歯槽最深点、犬歯
部軟組織最突出点と犬歯部軟組織最深点と
を結んだ直線を、それぞれ犬歯部歯槽傾斜度、
犬歯部軟組織傾斜度とした。 
歯軸、歯槽および軟組織の唇舌的傾斜角度

を評価するために、前述のように定義した歯
 
 



軸、歯槽傾斜度および軟組織傾斜度を正中矢
状平面に投影した上でフランクフルト平面
とのなす角度を求め、それぞれ歯軸唇舌的傾
斜角度、歯槽唇舌的傾斜角度および軟組織唇
舌的傾斜角度とした。また、歯軸、歯槽およ
び軟組織の近遠心的傾斜角度を評価するた
めに、歯軸、歯槽傾斜度および軟組織傾斜度
を前頭平面に投影した上で正中矢状平面と
のなす角度を求め、それぞれ歯軸近遠心的傾
斜角度、歯槽近遠心的傾斜角度および軟組織
近遠心的傾斜角度とした。 

CT 三次元画像で定められた、以下の計測変
量間について統計処理を行った。以下の変量
間について、Spearman の順位相関係数を求め
た。すなわち、中切歯部、側切歯部および犬
歯部において、歯軸唇舌的傾斜角度と歯槽唇
舌的傾斜角度、歯軸唇舌的傾斜角度と軟組織
唇舌的傾斜角度、歯槽唇舌的傾斜角度と軟組
織唇舌的傾斜角度、歯軸近遠心的傾斜角度と
歯槽近遠心的傾斜角度、歯軸近遠心的傾斜角
度と軟組織近遠心的傾斜角度および歯槽近
遠心的傾斜角度と軟組織近遠心的傾斜角度
との間の相関を求めた。 

なお，これらの算出には統計解析用ソフト
ウェア(SPSS 14.0，エス・ピー・エス・エス，
東京)を用い、有意水準は 5%とした。 
 
 
４．研究成果 

上顎中切歯部と側切歯部については、歯軸
唇舌的傾斜角度と歯槽唇舌的傾斜角度との
間に有意の正の相関が認められた（図２）が、
歯軸唇舌的傾斜角度と軟組織唇舌的傾斜角
度との間および歯槽唇舌的傾斜角度と軟組
織唇舌的傾斜角度との間に有意の相関は認
められなかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．上顎中切歯部における歯軸唇舌的 

傾斜角度と歯槽唇舌的傾斜角度との相関 

 
犬歯部については、歯軸唇舌的傾斜角度と

歯槽唇舌的傾斜角度との間、歯軸唇舌的傾斜
角度と軟組織唇舌的傾斜角度との間および

歯槽唇舌的傾斜角度と軟組織唇舌的傾斜角
度との間に有意の正の相関が認められた（図
３～図５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３．上顎犬歯部における歯軸唇舌的 

傾斜角度と歯槽唇舌的傾斜角度との相関 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図４．上顎犬歯部における歯軸唇舌的傾斜

角度と軟組織唇舌的傾斜角度との相関 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図５．上顎犬歯部における歯槽唇舌的傾斜

角度と軟組織唇舌的傾斜角度との相関 

 



また、犬歯部について、歯軸近遠心的傾斜
角度と歯槽近遠心的傾斜角度との間、歯軸近
遠心的傾斜角度と軟組織近遠心的傾斜角度
との間および歯槽近遠心的傾斜角度と軟組
織近遠心的傾斜角度との間に有意の正の相
関が認められた。 
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